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要 約

紫系統パッションフルーツ (以後紫系統と記

す)は自家受粉で結果するが,沖縄県でハウス

栽培されている紫系統は,曇雨天目に自家受粉

しても結果率が低下し,生産が不安定である.

本試験では紫系統の結果安定と品質向上を図

るため,他家受粉における花粉親の選抜と花粉

の貯蔵条件について検討した.花粉親の違いに

よる平均結果率は,他家受粉で65.2%以上であっ

たのに対し,自家受粉で14.7%であった.また,

他家受粉でも南十字星の組み合わせの結果率が

高かった.花粉の発芽率は貯蔵温度0,5およ

び10℃で高く,シリカゲルを入れた乾燥状態で

はいずれの温度でも低かった.また,葯から分

離し5℃で貯蔵した花粉は,9日間高い結果率

を維持し,果実品質は紫系統の新鮮花粉に比較

しやや劣ったが,商品化果実が生産でき十分実

用性があるものと考えられた.

これらのことから,曇雨天日に南十字星の花

粉を受粉すると結果率が高まる.花粉貯蔵は,

花粉を葯から分離し,温度5℃で乾燥を避ける

必要がある.

Abstract

Purplepassionfruitssetfruitfrom self-

pollination,however the purple passion

fruitscultivatedingreenhousesinOkinawa

havelow fruitpercentageevenwhenself-

pollinatedin cloudy,rainyweather,and

theproductionisunstable.

Inthisstudy,theselectionofpollenpar

entincross-pollinationandstoragecondi-

tionsofpollenwereexaminedfわrfluiting

stabilityandqualityImprovement.Theav-

eragefruitpercentages,basedonthedif-

ferenceinpollenparent,wereover65.2%

forcross-pollination and 14.7% forself-

pollination.In crossIPOllination,thefruit

percentagewashigherwhencrossingwith

theMinamiJyujisei(SouthernCross)pas-

sionfluit.Thegerminationrateofpollen

washighinthestoragetemperaturesof0,

5andlO℃ andlow indryconditionwith
silicagelatanytemperature.Thepollen

isolated fゝom anthersandstoredat5℃

maintainedhighfruitpercentagefわr9days.

Although the fruitquality was slightly
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lowercomparedtothatofthefreshpollen

ofpurplepassionfiuit,itwasconsidered

thatcommercializedfiuitroductionispos-

sibleandfeasible.

From these,itwasconcludedthat,the

fruitpercentagebecomeshigh ifpollinated

withtheMinamiJyujlSeipassionfruitin

cloudy,rainyweather,andthepollenmust

beisolatedfiom anthersandstoredat5℃

forpollenstorage.

緒 言

紫系統は自家和合性であり (Akamineら,

1959;Rose,1990;石畑,1981),生産現場に

おいて自家の花粉を用いて人工受粉を行ってい

る.松田ら (2005,2008)は,沖縄県で栽培さ

れている紫系統の自家受粉による結果は,ハウ

ス内にもかかわらず気象条件が影響するため,

受粉日によってかなりふれが大きく,その原因

として花柱内での花粉管の伸長程度が影響して

いるとし,結果率を高めるには他家受粉が有効

であることを報告している.

そのため,自然開花期の3月上旬から6月下

旬 (大域ら,1997;松田ら,2005),電照栽培

の冬期から春期の開花期に曇り,雨などの気象

変動が多いことから,生産の安定と品質の向上

を図るには,結果率を高める花粉親を選抜する

必要がある.また,系統間によって開花期に早

晩があることから,新鮮花粉が得られない日は,

結果性の高い花粉親の花粉を貯蔵し人工受粉を

行う必要がある.

そこで,本試験では,花粉親の選抜と花粉の

貯蔵条件について検討したので報告する.

材料及び方法

沖縄県農業研究センター名護支所内の無加温

ビニールハウス (ハウス外壁を周年に渡 り1

mmネットで被覆)において2006年9月に定植

した紫系統を供試した.整枝法はつり下げ型垣

根整枝法 (畦幅 1mX株間3mX高さ1.6m)

とした.

試験 1.花粉親の違いが結果に及ぼす影響

2006年12月12日から21日の間に,花粉親別の

目別結果率を調査した.花粉親は紫系統の自家

花粉,県内で栽培されている黄系統,キングル

ビー (商品名)および南十字星 (商品名)を用

いた.紫系統の花は各処理日の前日に除雄後袋

かけをし,開花当日に供試花粉を受粉し,再び

袋かけをした.供試花数は 1区5花の3反復と

し,受粉 5日後に結果を調査した.果実特性は

12月19日に受粉した果実を調査した.ハウス内

の温度は最高が30℃を目安に側窓を開け調整し

た.その他の管理は県の栽培指針に準じた.ハ

ウス内温度はおんどとりJrで測定した.日照

時間,降水量は名護市のアメダス測定値を用い

た.

試験2.南十字星の花粉による受粉が結果に及

ぼす影響

南十字星の花粉の実用性を検討するため,2

月10日から3月13日 (以後前期と記す)と5月

2日から5月15日 (以後後期と記す)に,南十

字星の花粉を受粉した結果率と紫系統の花粉を

受粉した結果率を調査した.試験方法は試験 1

と同様に行い,供試花数は各受粉日とも20花と

した.ハウス内の温度はおんどとりJrで測定し

た.

試験3.南十字星花粉の貯蔵温度と湿度が花粉

発芽に及ぼす影響

2006年2月15日に開花した南十字星より開葯
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直後の花粉を採取した.新鮮花粉は,葯から筆

で分離後,0.1gずつ薬包紙に分包し,1処理

区につき5袋作成した.試験は100mlのポリ容

器内に花粉のみを入れたシリカゲルなし区と花

粉および2gのシリカゲルをともに入れた区を

設定した.温度条件は,-20,0,5,10および

20℃とし,恒温器に分けて貯蔵した.花粉発芽

率の調査は,花粉採取直後,貯蔵 1日後,2日

後,3日後,6日後および12日後にポリ容器よ

り花粉を1袋ずつ取り出し行った.1区当たり

3プレパラートの寒天培地 (石畑,1983)をス

ライドグラスに垂らし,冷却後に花粉を置床し

たのち,湿らせた濾紙を底に敷いたシャーレ-

の中に並べて密封し,25℃で24時間培養した後

に調査した.発芽は花粉管が花粉の直径以上伸

長したものをカウントした.温度と湿度はポリ

容器に温湿度計 (おんどとり)を挿入し測定し

た.

試験4.南十字星花粉の貯蔵形態と温度が結果

に及ぼす影響

2007年3月 16日に開花した南十字星の花を

用いた.花粉は葯に付着した状態 (未分離花粉)

と衛から分離した状態 (分離花粉)に分けた.

これらの花粉を薬包紙に包み,1処理につき6

袋作成し,100mlのポリ容器に入れ密封した.

貯蔵温度は-5,0,5℃としで恒温器内で貯蔵

した.花粉を貯蔵 3日,5日,7日,9日,12

日,16日後に1袋ずつ取り出し, 1時間以内

にハウス内で栽培されている紫系統に綿棒で受

粉した.受粉に用いた花は開花前日に除雄し,

袋掛けを行い,受粉後も交雑を避けるため袋掛

けを行った.なお,対照区は紫系統の当日開花

した新鮮花粉を受粉した.

結 果

試験 1.花粉親の違いが結果に及ぼす影響

花粉親の違いによる結果率を表 1に示した.

12月19日を除き,いずれの受粉日においても花

粉親の違いによって,結果率に有意な差がみら

れた.自家受粉の結果率は,12月19日に66.7%

と高く,その他の受粉日は6.6%以下と低かっ

た.他家受粉の結果率は,黄系統の受粉で,12

月18日0%,21日46.6%と低く,その他の受粉

日で86.7%以上と高かった.キングルビーの受

粉では12月18日で結果がみられないが,その他

の受粉日で93.3%以上と高くなった.南十字星

の受粉では,いずれの受粉でも高い結果率を示

した.

12月19日に受粉した果実の特性を表2に示し

た.花粉親の違いにより,果実特性に有意な差

がみられた.自家受粉,黄色系の花粉を受粉し

た果実重は57.6g以下で,キングルビーと南

十字星の花粉を受粉した果実重は81.6g以上

であった.

受粉日の気象概況を表3,ハウス内の最高温

度,最低温度および日照時間の推移を図1に示

した.試験期間中の気象は,12月19日のみ晴れ

でその他の日は曇雨天であった.ハウス内の温

度は,12月19日で比較的高く推移したが,その

他の受粉日は低く推移した.

表 1.花粉親の違いが結果に及ぼす影響.

受 粉 日 平均結
12/1212/1512/1812/1912/21 果率

% % % % % %

紫系統 oob 66b oob 667 oob 147

黄系統 l∞Oa928a OOb 867 466a 652
キングルビー 1000a1000a OOb 100 933a 787
南十字星 1(氾Oa1000a733a 100 933a 933
有意性 料 ⊂ ** * ns *

注)料,書は肩付きの異なるアルファベット間で

それぞれ1%､5%水準で有意性があることを示す｡
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表2.花粉親の違いが果実特性に及ぼす影響 (12月19日)

花粉親 果実重 長径 短径 種子数 果汁量 糖
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*****n.sns注)軸.*は肩付きの異なるアル77へ'ット間でそれぞれ1%､5%水準で有意性が
あることを示す｡

表3.天気概況.

月 日 天気概況 降水量(mm) 日照時間(hr)午前 午後

12/12 曇り.小雨 曇り 8 1.1

12/15 曇り 曇り 0 1.6

12/18 曇り 曇り.小雨 2.5 2.3

12/19 晴れ 晴れ 1 9,1

注)沖縄気象台 測候値

試験2.南十字星の花粉による受粉が結果に及

ぼす影響

結果率の推移を図2に示した.紫系統を受粉

した平均結果率は,前期で15.5%,後期で23.9

%を示し,いずれの時期もばらつきが大きく安

定しなかった.これに対し南十字星の平均結果

率は,前期でで87.3%と安定した結果率を示し,

後期でばらつきがみられるものの74.6%であっ

た.

心や㌔謹 〆 証 せ＼㌔㌔㌔ ㌔ ㌔㌔㌦㌔ bt烏 や
受柑E]

図2.南十字星の花粉による受粉が結果に及ぼす影響.

♂ ♂ ㌔♂㌔ ㌔ ㌔ ㌔ ㌔ ㌔ ㌔ ㌔

時間

図 1.ハウス内 温度の推移.

試験3.南十字星花粉の貯蔵温度と湿度が花粉

発芽率に及ぼす影響

ポリ容器内の温度と湿度の測定値を表4,貯

蔵温度と湿度が花粉発芽率に及ぼす影響を表5

に示した.採取直後の花粉の発芽率は58.1%で

あった.貯蔵 1日後から6日後まで0℃,5℃

および10℃区は-20℃,20℃区よりも発芽率が

高かった.また,0℃,5℃および10℃区間で

は,貯蔵3日後に差がみられたが,一定の傾向

はみられなかった.一方,貯蔵湿度については,

貯蔵 1日後からシリカゲル区の発芽率が0%～

4.7%と急激に低下し,貯蔵 3日後では発芽率

が0%となった.シリカゲルなし区の発芽率は,

0,5および10℃において貯蔵 6日後では11.4

-22.9%と貯蔵日数が経過するにつれて低下し

た.また,貯蔵 1日後から6日後まで交互作用

がみとめられた.
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表4.ポリ容器内の温度および湿度.

処理区 ポリ容器内実測

温度 シリカゲル 温度(oc) 湿度(%)

有り 04±01 157±26
無し 08±01 830±06

有り 46±01 138±15
無し 41±03 876±39

有り 105±02 126±18
無し 103±05 871±08

有り 210±03 132±1.1
無し 209±17 768±18

表5.南十字星花粉の貯蔵温度と湿度が花粉発芽率に及ぼす影響.

処理区 貯蔵期間別の発芽率 (%)

温度(oc)シリカゲル 貯蔵前 1日後 2日後 3日後 6日後 12日後

有り 581 00 00 00 00 00
無し 581 00 00 00 00 00
有り 581 47 00 00 00 00
無し 581 354 31.8 294 114 00
有り 581 11

無し 581 508
0
0
0
0
02016090190

.
0022有り 581 00

無し 581 435

0
0
0
0
090220501

4

.
2

1

47有り 581 00
無し 581 187

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0904貯蔵温度

有意性Z) 貯蔵湿度
交互作用

S

S

S

n

n

n

*
*
*

I
f
1

I

f
*

=
2
1漢)数値は主要因でまとめた平均値を示す

Z)二元配置分散分析による **は1%レベル.*は5%レベルで有意差あり

試験4.南十字星花粉の貯蔵形態と温度が結果

率に及ぼす影響

貯蔵形態と貯蔵温度が結果に及ぼす影響を表

6,分離花粉の貯蔵温度が平均果実重に及ぼす

影響を図3,花粉貯蔵 9日後に受粉した果実特

性を表 7に示した.

貯蔵前の南十字星の新鮮花粉を受粉した結果

率は100%であった.貯蔵3日後から0℃およ

び5℃区は,-5℃区よりも結果率が高い傾向が

みられた.また,0℃および5℃区間では,貯

蔵9日後まで差がみられなかったが,貯蔵12日

後では0℃区でのみ結果がみられた.花粉の貯

蔵形態では,貯蔵 3日後から分離花粉と未分離

花粉の結果率に有意な差が認められた.未分離

花粉は貯蔵3日後に0%から13.3%となり,急

激に低下した.分離花粉は,貯蔵 9日後まで高

い結果率を示した.また,貯蔵 3日後から交互

作用が認められた.貯蔵花粉を受粉した平均果

実重は,貯蔵3日後から開花当日の新鮮花粉を

受粉した果実より小さくなる傾向がみられた.

-5℃および0℃区は5℃区よりも果実重が減少

する傾向がみられ 5℃区では減少率が小さかっ

た.果実の長径,短径,果汁量,種子数につい

ても,紫系統の新鮮花粉より劣る傾向を示すが,

5℃区においては他の貯蔵区に比べ紫系統の新

鮮花粉に近い値を示した.
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表6.南十字星花粉の貯蔵温度と形態が結果に及ぼす影響.

処理区 貯 蔵 期 間 別 の 結 果 率 (%)

温度 貯蔵形態 貯蔵前 3日後 5日後 7日後 9日後 12日後 16日後

分離花粉 1000 733 866 533 46.6 00 00

未分離花粉 1000 00 00 0000 00 00
分離花粉 10

未分離花粉 10

分離花粉 10

未分離花粉 10

0 1000 1000 100.0 86.6 533

0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

0 1000 1000 100.0 93.3 00

0 133 00000000
貯蔵温度 ** * * * *

有意性Z) 貯蔵形態 ** ** ** ** *
交互作用 * * * * *

S

S

S

n

∩

∩注)数値は主要因でまとめた平均値を示す
Z)二元配置分散分析による **は1%レベル,*は5%レベルで有意差あり

0日後 3日後 5日後 7日後

貯蔵日数

9日後

図3.分離花粉の貯蔵温度が平均果実重に及ぼす影響.

表7.花粉の貯蔵温度と形態が果実特性に及ぼす影響 (花粉貯蔵9日後)

処理区 果実重 種子
仙{ーノAヒ T.｣土 ⊥.∩一.. EJ空を Jー 果汁量 糖 酸 _･..て芯訂

温度 貯蔵形態 平均重 対照比 長径 短径 小目王 11F] 'TA 粒数 対照比

-5oC

OoC

5℃

g % mm mm ml % 個 %

分離花粉 431C 426 482b 461b 112b 178 23 553b 225
未分離花粉 一

分離花粉 496b 490 575ab 508b l53b 167 23 76lb 309
未分離花粉 一

分離花粉 828a 818 629ab 562ab 273ab 163 22 1923a 782
未分離花粉 -

紫系新鮮花粉(対照) 1011a l000 69.2a 627a 395a 164 22 2457a loo°

有意性 * * * * NS NS **

漢)**.*は肩付きの異なるアルファベット問でそれぞれ1%､5%水準で

有意性があることを示す
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考 察

沖縄県で栽培されているパッションフルーツ

を供試し,紫系統との交雑和合性を検討した結

果,南十字星の受粉区で平均結果率が高く,平

均果実重が大きかった.

沖縄県で栽培されている紫系統の自家受粉に

よる結果率は0%～63%の範囲にある (松田ら,

2005).また,自家結果性の低い系統は他家受

粉 によって高まり, 果実特性 もよくなる

(AkamineandGirolame,1959).

本試験では,紫系統の自家受粉区で結果率が

12月19日の晴天目に高かったものの,その他の

受粉日では0.0%～6.6%の範囲であり,平均結

果率で14.7%と既報告の範囲内であった.一方,

他家受粉区は,自家受粉区より結果率が高いこ

とから,既報告と一致した.また,南十字星は

いずれの受粉日でも高く,安定した結果率を示

し紫系統と交雑和合性が高い系統と推察された.

平均果実重,長径,短径,種子数および果汁量

は,キングルビーと南十字星の花粉の受粉区で

良く,黄系統および自家受粉区とに有意な差が

みとめられた.この結果は,19日の環境条件下

で紫系統の花柱内において,キングルビーと南

十字星の花粉管伸長力が良く,黄系統および紫

系統の花粉管伸長力が低下し,果実特性に影響

したものと考えられた (松田ら,2009;Ho

andShii,1986).

また,南十字星花粉の実用性を確認するため,

2月10日から3月13日と5月2日から5月15日

に受粉した結果,南十字星の受粉は,紫系統の

自家受粉より高い結果率を維持したことから,

実用性があるものと考えられた.

以上のことから,紫系統の自家花粉で結果率

の低下する状況でも,南十字星の花粉を用いた

他家受粉区は高い結果率を示し,紫系統果実の

出荷最低基準を60g(階級 :S)以上とすれば,

花粉親として実用化可能と考えられた.

花粉貯蔵条件として温度と湿度の影響を調査

した報告は多いが,パッションフルーツの花粉

貯蔵に関しての報告はみあたらない.花粉を低

温の乾燥状態で短期貯蔵ができるものには，キ

ウイフルーツ (渡辺ら,1989)とメロンおよび

スイカ (宮地ら,1977)などがある.一方,低

温で乾燥させずに貯蔵できるものとして,ナシ

およびカキ (脇坂,1963), ドラゴンフルーツ

(Mustard etal,2006) がな どがある.

Mustardら (2006)は,ドラゴンフルーツの花

粉で,乾燥状態をさけ温度5℃で8日間貯蔵が

可能であると報告している.

本試験では,試験 1および2の結果を踏まえ,

南十字星花粉の貯蔵温度と湿度について検討し

た結果,シリカゲルなし区の0℃,5℃および

10℃において,6日間程度の短期貯蔵であれば

可能であると考えられた.一方,-20℃および

20℃においてシリカゲルの有無にかかわらず,

貯蔵 1日後から発芽率が低下し,極端な低温か

高温になるにつれ急速に低下した.このことか

ら,南十字星の花粉貯蔵は, ドラゴンフルーツ

の報告 (Mustardetal,2006;脇坂ら,1963)

に近い結果となり,極端な低温と高温および乾

燥状態での保存は避ける必要があると考えられ

た.

花粉の貯蔵形態として,メロンでは花粉を葯

に付着した状態 (未分離)と分離した状態 (分

離)の花粉を-3℃～10℃の低温で貯蔵し,その

花粉を用いて交配したところ,-3℃～0℃の分

離花粉で結果率が良く,新鮮花粉と大差のない

果実が得られたとしている (加藤ら,1992).

本試験では,花粉の採取作業の簡易化をはか

るため貯蔵形態を検討したところ,分離花粉で

いずれの温度でも結果率が高く,未分離花粉で

結果しなかった.その要因として,未分離花粉



18 沖縄農業 第43巻 第 1号 (2009)

は,貯蔵中にやく殻に含まれる水分の影響で劣

化し (加藤,2007),発芽に影響したものと推

察された.分離花粉の平均果実重は,貯蔵温度

が低くなるほど,また,貯蔵期間が長くなるほ

ど小さくなる傾向がみられ,メロン (加藤ら,

1992)の報告と異なる結果となった.

葯から分離した貯蔵花粉を受粉した平均果実

重は,貯蔵3日後から開花当日の新鮮花粉を受

粉した果実より小さくなる傾向がみられた.-5

℃および0℃区は5℃区よりも果実重が減少す

る傾向がみられ,5℃区では減少率の程度が小

さかった.果実の長径,短径,果汁量,種子数

についても,紫系統の新鮮花粉より劣る傾向を

示すが,5℃区においては他の貯蔵区に比べ紫

系統の新鮮花粉に近い値を示した.

以上の結果,曇雨天日に南十字星の新鮮花粉

を紫系統に受粉すると,安定した結果が得られ

ることが明らかになった.栽培においては,南

十字星を受粉樹として数本混植し,新鮮花粉の

人工受粉が可能な状況にしておくとよい.また,

南十字星の新鮮花粉が得られない日は貯蔵花粉

の利用が有効な手段と考えられた.花粉の貯蔵

法として,花粉を葯から分離し,乾燥なし状態

の5℃で9日まで保存が可能であることが明ら

かになった.この方法は家庭用冷蔵庫の野菜保

冷室が5℃前後であることから,栽培において

簡易に活用可能であり実用性が高いものと考え

られた.
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